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【振り返りと入試の最前線】 

1. 4 月の振り返り：受験生として「自覚」をもてるか？ 

4 月の忙しない日々も、今日で一段落です。この 1 か月、皆さんは自分の将来とどう向き合いましたか？ 

• 4/21 実施：進路講演会を振り返る 本日行われた講演会、講師の平川様からの「勉強への向き合い方」

や「各科目の勉強法」、「おすすめの参考書」それぞれがとても勉強になったと思います。あとは行動あ

るのみです。今、胸にあるその「熱」を、明日からの学習習慣に昇華させてください。 

• 第一志望届と自己分析： 提出された志望届からは、覚悟と迷いの両方が見えました。迷うのは「真剣

な証拠」です。その迷いをデータで解消するのが、これから始まる 5 月の模試と面談です。 

• 自学自習ガイダンス： ３ない NG 行動覚えていますか？自分を守るため、さらに自分の進路を実現す

るために大事なことです。わからないことがあったらすぐに担任や進路指導部に相談してください。 

 

2. 【2027 年度入試】大学入試の最新動向 

情報は常に更新されています。特に「私大の女子枠拡大」と「新設学部」は、併願戦略を左右する重要トピ

ックです。 

■ 私立大学における「女子枠（理工系特別選抜）」の拡大 

国公立大から始まった女子枠の流れは、私立の最難関・実力校にも本格波及しています。 

• 芝浦工業大学： 全学部で「理工系女子特別入学者選抜」を継続・強化。 

• 東京都市大学： 工学部やシステムデザイン学部等で女子枠を拡大。 

• 日本大学（理工学部）： 総合型選抜での女子枠設置など、門戸を広げる動きが加速中。 

• 上智大学： 科学技術分野での多様性確保に向け、理工学部を中心に特別選抜枠の検討が活発化。 

出典： 河合塾 Kei-Net「2027 年度入試特集」、各大学公式入試要項（2026 年 4 月時点） 

 

■ 2027 年 4 月 開設予定の注目新設学部・学科 

既存の枠組みに捉われない「共創・データ・環境」をキーワードとした学部が誕生します。 

• 日本女子大学（経済学部）： 女子大初となる経済学部の新設。社会科学の視点を持つ女性リーダー育成

を目指す。 

• 龍谷大学（情報学部・環境サステナビリティ学部）： 瀬田キャンパスの大規模改組により、情報社会と

環境問題に特化した 2 学部を設置構想中。 

• 青山学院大学（統計データサイエンス学環）： 青山キャンパス初となる理系学士課程として、データ解

析のスペシャリストを養成（仮称）。 

• 東北学院大学（未来探求科学部）： デジタル技術を駆使して地域課題を解決する人材を育成。 

出典： 旺文社 教育情報センター「2027 年度 新設予定学部一覧」、リクルート進学総研 

 

 

 

 



 

【今後の予定】 5 月の勝利の方程式 

3. 5 月のロードマップ：勝負の「25 日間」 

大型連休から中間考査まで、一息つく暇もありません。だからこそ「仕組み」で動きます。 

• 5 月 1 日(金)：第 1 回 全統共通テスト模試（校内） 

○あらかじめ指定した教室に行き、教室の奥から前詰めで着席してください。 

○試験開始の 15 分前に着席し、前回の共通テスト模試と同じでマークシートの QR コードを読み取り

受験者登録を必ず行ってください。 

日付 内容 

5 月 3 日（日） 解答公開日 ※復習は早いうちに行いましょう！ 

5 月 7 日（木） 朝返却※各クラス、室長を中心に動いてください。C201 前！ 

5 月 12 日（火）6 限 自己採点提出 

5 月 29 日（金） 成績公開日 ※河合塾 PORTAL からログインして確認！ 

• 5 月 7 日(木)〜14(木)：二者面談週間 ※自分の思いを言葉にして担任にぶつけましょう！ 

• 5 月 10 日(日)：第 1 回 全統記述模試（外部受験） 

• 5 月 18 日(月)〜22(金)：中間考査（4 日間） 

• 5 月 20 日（水）：専門学校ガイダンス ※専門学校を進路希望している生徒は必ず参加してください！ 

4. ゴールデンウィーク（GW）の戦法：9 日間の「質」 

「休み」ではなく、自分の弱点と「サシ」で向き合う 9 日間です。 

• 午前： 5/1 の模試で見えた「時間配分のミス」や「定着不足」の復習。 

• 午後： 中間考査に向けた範囲学習。受験生にとって考査勉強は「基礎の総点検」です。 

• アドバイス： 読書やラジオで時事問題に触れるのも良し。ただし、学習時間は「最低○時間」と自分

にノルマを課すこと。2 時間頑張ろうはハードルが高く感じる。とりあえず、5 分やってみようなど行動

に移してほしい。部活動がある生徒は、まとまって部活ができる数少ないチャンスです。部活・勉強両

方の時間を大切にしてください。大事なことは「まずはやってみる！」 

5. 二者面談：自分を「棚卸し」して臨め 

担任の先生と対等に戦術を練るために、面談までに以下を整理してください。 

• [ ] 5/1 模試の自己分析： 自分の数学的課題（計算ミスか、発想不足か等）を言語化。 

• [ ] 志望校の「現在地」： 第一志望に加え、先の「女子枠」や「新設学部」を踏まえた併願検討。 

• [ ] 学習時間の「見える化」： Classi の学習記録を元に、何が不足しているかを客観視。 

• [ ] 専門学校比較表の活用：専門学校ガイダンスで詳細を伝えます。 

• [ ] 公務員志望：外部講習を参加しているか。 

6. 【中間考査】目の色を変えて挑む理由 

「受験勉強があるから定期テストは……」という言い訳は、逃げでしかありません。 

• 定期テスト＝積み重ね： 考査範囲を完璧にできない者が、広大な入試範囲を攻略できるはずがありま

せん。1.2 年生のように、徹夜漬けはやめましょう！計画的に！ 

• 1 点の執念： 5 月 18 日からの 4 日間、数学の記述 1 つ、英単語のスペル 1 つにこだわってください。

その「執念」が秋以降の爆発力になります。考査でできなければ模試・入試でもできません。 


